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（中村先生の写真）  

映映画画とと講講演演ととピピアアノノのの集集いい」」をを開開催催  
3月 11日西河原公民館   共催：こまえ九条の会 

平和憲法を広める狛江連絡会 

好好評評ののううちちにに終終わわるる  
 

 早春の風が吹く 3月 11日、狛江市西河

原公民館 3 階ホールでは「東アジアから

平和を考える」をテーマに、こまえ九条の

会と平和憲法を広める狛江連絡会が共同

で主催する映画と講演とピアノの集いが

開催された。会場をほぼ満席にした１３５

人の参加者は、約 3 時間ほどの時間を映

画、講演、そしてピアノの演奏を通じて東

アジアの中の日本、そして平和を心に刻

んだ。 

■東アジアから「靖国」を見る 

 三部に分けて開かれた今回の催しは、

こまえ九条の会発起人の土井大介さんの

挨拶に続いて上映されたドキュメンタリー

映画、「あんにょん サヨナラ」から始まった。

この映画は「日本人」として戦死し、靖国

に合祀された父の合祀取り下げを求める

韓国・台湾の戦没者遺族の行動やインタ

ビューを通じて「靖国」という宗教施設の

持つ矛盾を鮮やかに描き出す。「靖国」の

矛盾は、同時に天皇の戦争で掲げられた

大義の矛盾でもあるのだろう。この映画を

見た人は、しばし視点を国境の外に置くこ

とで、「日本人」が見落としかねないさまざ

まな矛盾が見えてきたのではないだろう

か。 

 天皇の名の下で戦われた戦争を経験し

た私たちは、その戦争で命を落したすべ

ての人々を忘れてはならないと同時に、

一部の犠牲者が祀られる「靖国」が持つ

意味を決して間違って理解してはならな

い。 

■「引き返せない一歩」を踏み出す前に 

 第二部は「東アジアから平和を考える」

をテーマとして一橋大学名誉教授、中村

政則教授による講演が行われた。 

 約 1 時間ほどの講演は、日米関係や東
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アジアとの関係、歴史認識の問題、憲法

改正・国民投票法に関する話題など、密

度の濃い講演をごく大雑把にまとめると、

東アジアについての認識の欠如が日本を

間違った戦争に導いたのであり、国民の

手で 15 年戦争を防ぐことができたとすれ

ばそれは大正デモクラシーの時期だった、

そして現在はまさに我々日本人が正しい

歴史認識を持って将来日本を間違った道

に進ませないようにする岐路に置かれて

いるという内容だった。まさに今行われよ

うとしている憲法の改正に向けた動きに対

して、国民が賢明な判断をすべき時期だ。 

 改憲の動きがどんなに強くても、反対運

動は重要だという中村教授の言葉を胸に

刻みたい。 

 

■祖国への想い 

 最後は在日韓国人ピアニスト、崔善愛さ

んの演奏で締めくくられた。バルトーク、

ショパン、ベートーベンなどの美しいピア

ノの響きに込められたメッセージを言葉で

説明するほど無粋なことはない。だがあえ

て表現すれば、それぞれの歴史と文化の

中で、誇り高く、互いを尊重しあいながら

平和に暮すことがどれほど大切なことなの

か、筆者にはそんなメッセージを感じた。 

 崔さんはショパンを弾き、「愛国心」につ

いて語った。参加者は誰もが崔さんが奏

でるショパンの調べの中に満ち溢れた祖

国への熱い想いは、日本の政治家が強

制する「愛国心」とは全く異質のものであ

ることを感じたに違いない。 

（安田 幸弘 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映画について 

中 2の息子と「靖国神社のこと学ぼうよ」

とやって来ました。非常に判りやすく、考

えさせられ、息子をつれて来て良かったと

思いました。 

講演について 

とても判りやすいお話でした。もっともっ

と正しく識っていき、具体的に「平和への

道」に向けた活動に参加したいと思いまし

た。 

ピアノ演奏について 

素晴らしい演奏とお話。感動しまし

た。偶然か必然か「月光の曲」と「別れ

の曲」は私の一番好きな曲でした。 

今後どのような取り組みを期待 

中学生や小学生（高学年）同伴で参

加できるような企画。 

■ある中学生のお母さんのアンケートから 
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国 民 投 票 法 案 （改 憲 のための手 続 き法 案 ） 

通 し て 良 い の ？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

〔和田さんの投書〕  

 

 

〔和田さ

んの投書〕 

 

 政府与党は、４月中の衆議院の通過を目指して審議

を加速させようとしているが、上記の投書にあるよう

に肝心の公聴会も採決のためのアリバイ作りと化して

いる。野党は、立場の違いは在るものの今のところ、

今国会での成立に反対の立場をとっている。この法案

を通して改憲の下地を作ろうとする政府の姿勢を私た

ちは、きちんと注視し異議を届けていく必要がある。 

５ .３憲法集会へ 

参加しましょう！ 
  生かそう憲法  守ろう９条 

 改憲手続き法はいらない  

５.３憲法集会＆パレード  

 日比谷公会堂 

   開場：１２時  

   開会：１３時  

 パレード出発 １５時 

 ご一緒に行かれる方は  

   狛江駅改札口  １１時 

 

いつでもご参加ください 

   どうぞ憲法のために 

あなたの力を貸してください

「平和憲法を広める狛江連絡会」  
   世話人会 

    毎月 第３木曜日  

      狛江市民センター 

「こまえ九条の会」 

発起人・事務局会議  

    毎月 第４火曜日  

      狛江市民センター  


